
 

令和２年度第２回みえスタディ・チェックの結果（小学校国語） 

１ 平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 
（平均正答数） 

平均 
無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 知識及び技能 

63.1% 
(17 問中 10.7 問) 4.46% 67.8% 49.6% 49.2% 62.6% 

 

２ 正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 各問題の正答率，無解答率 ※網掛けは，平均正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

令和２年度第2回（今回） 過去の同一問題 

正答率 無解答率 正答率 無解答率 

１ 

一（１） 
「しょう毒」の「しょう」と同じ漢字を使って
書くものを選択する 選択 89.0% 0.7% 82.5% 5.5% 

一（２） 
「かん理」の「かん」と同じ漢字を使って書く
ものを選択する 選択 76.2% 0.9% 65.5% 6.1% 

一（３） 
「あたらしい」を漢字で書いたときの送り仮名
として正しいものを選択する 選択 92.2% 0.6%   

二（１）１ 文の主語を選択する（単文） 選択 75.0% 0.8% 65.2% 1.1% 

二（１）２ 文の主語を選択する（複文） 選択 57.9% 0.9% 28.8% 1.2% 

二（２） 文の主語を選択する（複文） 選択 65.2% 1.1% 58.8% 2.4% 

三 接続語を使って一文を二文に分ける 短答 48.4% 11.4% 27.8% 23.0% 

四 空欄に当てはまる敬語を選択する 選択 58.5% 1.3% 55.9% 2.3% 

２ 

一 
野村さんの報告内容の説明として適切なもの
を選択する 選択 64.5% 1.1% 66.0% 0.1% 

二 
新聞記事を書くために，見つけた【資料】のど
の段落を読めばよいか選択する 選択 67.2% 1.6% 73.0% 0.4% 

三（１） 
筆者が自分の体験を交えながら書いているま
とまりを選択する 選択 52.8% 2.1% 57.9% 1.4% 

三（２） 筆者が引用した部分を書き抜く 短答 21.5% 11.3% 15.0% 7.7% 

３ 

一 
司会者が二人の発言内容を整理したものとし
て適切な組み合わせを選択する 選択 83.9% 2.0% 80.3% 3.7% 

二 

情報を知るならテレビと新聞のどちらが良い
か，立場を明らかにしたうえで，【話し合いの様
子】の内容を取り上げて 80 字～120 字で自分の
意見を記述する 

記述 54.8% 6.6%   

４ 

一 
【文章の一部】から，新聞の記事を書くために
参考にした段落を選択する 選択 72.2% 6.2% 79.8% 3.3% 

二 
グラフから分かることして適切なものを選択
する 選択 61.8% 6.5% 54.3% 14.1% 

三 

メープルシロップがとれるカエデの樹液が特
にあまい理由を，【文章の一部】の内容を取り上
げ，80 字～120 字で記述する 

記述 32.2% 20.7% 33.5% 11.8% 
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【成果と課題】 

・文の主語を選択することの改善が図られました。 

・筆者が引用した部分を書き抜くことに課題が見られます。 

・新聞記事を書くために，【資料】や【文章の一部】のどの段落を参考にすれば

よいか選択することに課題が見られます。 

・文章の内容を的確に捉えてまとめることに課題が見られます。 

 

（４）課題が見られる問題，課題の改善に向けた指導のポイント 

① 改善が図られなかった問題 

 ２二の設問，４一の設問                                 
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② 課題の改善に向けた指導のポイント  

    目的に応じて，文章の中から必要な情報を見付けて読むことができるよう指

導する 

Ｃ 読むこと ア・ウ 

【第 1学年及び第 2学年】 

ア 時間的な順序や事柄の順序などを考えながら，内容の大体を捉えるこ

と。 

ウ 文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと。 

【第３学年及び第４学年】 

ア 段落相互の関係に着目しながら，考えとそれを支える理由や事例との関

係などについて，叙述を基に捉えること。 

ウ 目的を意識して，中心となる語や文を見付けて要約すること。 

【第５学年及び第６学年】 

 ア 事実と感想，意見などとの関係を叙述を基に押さえ，文章全体の構成を

捉えて要旨を把握すること。 

 ウ 目的に応じて，文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付

けたり，論の進め方について考えたりすること。 

指導に当たっては，「何のために調べるのか」，「何について調べるのか」など，

調べる目的や事柄を明確にした上で，本や文章を選び，その中の記述や説明か

ら，課題を解決するために必要な情報を選択できるようにすることが重要です。

その際，本の題名や種類に着目し，目次や索引などを効果的に利用することが

できるように指導することが大切です。 

また，「設定」→「設ける」→「定める」のように，自分の調べたい言葉を別

の言葉に置き換えたり，必要な情報の中から手掛かりとなる言葉を決め，それ

を基に検索したりするなど，目的に照らして必要な本や文章を児童自ら選ぶこ

とができるよう指導することも大切です。知識及び技能の（１）オ「語句と語

句との関係について理解し，語彙を豊かにすること。」との関連を図ることで指

導の効果を高めることが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生方は，上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から，検索キーワー

ド「し料」でダウンロードできます。 



 

  ④ 指導のポイント〈「わかる・できる育成カリキュラム」との関連〉 

※（ ）の中は，「わかる・できる育成カリキュラム」のページ数です。 

  【第１学年及び第２学年】 

時間や事柄の順序を考えながら内容の大体を捉える（p.11） 

〇 どのような事柄がどのような順序で書かれているのか確かめながら読ま

せる 

〇 時間や順序を表す言葉や，文末の表現に着目させる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  【第３学年及び第４学年】 

段落相互の関係に着目して，理由や事例などについて叙述を基に捉える 

（p.21） 

〇 指示する語句と接続する語句，段落の役割等との関連を図る 

〇 書き手の考えの理由や具体例が書かれている段落を把握させる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  【第５学年及び第６学年】 

事実と感想，意見などとの関係を叙述を基に押さえ，要旨を把握する（p.38） 

   〇 文章の一部だけでなく全体の構成を捉えさせる 

   〇 事実と感想，意見などとの関係を押さえさせる 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和２年度第２回みえスタディ・チェックの結果（小学校算数） 

１ 平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 
（平均正答数） 

平均 
無解答率 

領域別平均正答率 

数と計算 図形 変化と関係 データの活用 

60.1% 
(15 問中 9.0 問) 3.39% 55.2% 62.0% 48.6% 75.1% 

 

２ 正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 各問題の正答率，無解答率  

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

令和２年度第2回（今回） 過去の同一問題 

正答率 無解答率 正答率 無解答率 

１ 

（１） 100−20×４を計算する 短答 80.7% 0.3% 79.4% 0.5% 

（２） 1.5÷３の式で求められる問題をすべて選択する 選択 52.2% 0.4% 47.4% 0.3% 

（３） 
イヌは飼っているがネコは飼っていない人は，表
のどこに入るか選択する 選択 89.4% 1.2% 89.0% 2.3% 

２ 

（１） 180°以上の角の大きさを求める 短答 70.8% 0.4% 56.5% 0.6% 

（２） 
示された文章から，山頂を出発してから山のふも
とに着くまでにかかった時間を求める 短答 31.6% 3.4%   

（３） ４は 10 の何倍かを求める 短答 44.2% 1.1%   

（４） 
690km を３時間で走る場合の時速を求める式を書
く 短答 65.6% 2.3%   

３ 

（１） 

１Ｌの大きさを表している図をもとに，はなこさ
んの考えた 1/4Ｌの図を直すわけとしてまとめた
文章に入る数を書く 

短答 46.1% 2.5%   

（２） 
1/2＋1/4 の計算の仕方を表している図について，
一つ分の大きさが何 Lであるのかを書く 短答 60.3% 4.2%   

（３） 

0.75＋0.9 について，0.01 のいくつ分かを考え，
整数のたし算に表して説明するときの求め方を
言葉と式を使って書く 

記述 47.5% 11.3%   

４ 

（１） 
長方形を1本の対角線で切ったときにできる図形
の名前を選択する 選択 74.4% 0.7%   

（２） 

示された図形の面積を求めるために，長方形ＡＢ
ＨＦを長方形ＥＨＣＤの上に動かしてできた長
方形ＡＨＣＦのたての長さを表す式を書く 

短答 53.7% 3.0%   

（３） 

24−６が，示された形の面積をどのように求めて
いるのかを，「24」と「６」がどのような図形の面
積を表しているのかを，記号や言葉，数を使って
説明する 

記述 48.9% 9.7%   

５ 
（１） 

ヘチマのくきの長さを表している棒グラフをも
とに，のびたくきの長さを表している棒グラフを
選び，選んだわけを書く 

記述 52.2% 5.1%   

（２） 二つの折れ線グラフからわかることを選択する 選択 83.7% 5.4%   
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【成果と課題】 

・180°以上の角の大きさを求める問題等，過去の同一問題については，全ての 

問題で改善が図られました。 

・除法を用いて，何倍かを求めることに課題が見られます。 

・示された情報を基に，条件に合う時間を求めることに課題が見られます。 

 

（４）課題が見られる問題，課題の改善に向けた指導のポイント 

① 課題が見られる問題 

 ２（３）の設問                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 課題の改善に向けた指導のポイント  

    基準量よりも比較量の方が小さい場面で，割合（倍）が１より小さくなるこ

とを理解できるよう指導する 

【第４学年】 Ａ 数と計算 

（４） 小数とその計算に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付け
ることができるよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
 （ア） ある量の何倍かを表すのに小数を用いることを知ること。 
 （エ） 乗数や除数が整数である場合の小数の乗法及び除法の計算ができ

ること。 

指導に当たっては，「Ａの□倍がＢ」などの表現から，ＡとＢの関係を捉え，

Ａが基準量であり，Ｂが比較量であることを判断できるようにすることが重要

です。「比較量÷基準量＝割合」，「基準量×割合＝比較量」，「比較量÷割合＝基

準量」について，具体的な問題場面を解決する過程で理解できるようにするこ

とが大切です。その際，問題場面の未知の数量を□などとして，「基準量×割合

＝比較量」という式に表すことから考えを進めていく活動が考えられます。 

一般的に児童は，何倍かを求めるとき，１より大きくなると考えがちです。

そこで，基準量，比較量，割合（倍）を数直線や線分図に表す活動を通して,そ

れらの数量の関係を捉えられるようにすることが考えられます。特に，割合（倍）

が１より小さくなる場合の数量の関係を丁寧に扱うことが大切です。 

本問題の場合，青のリボンが基準量，赤のリボンが比較量になり，何倍かを

求めることは，「10ｍを１とみたとき，４ｍはその幾つ分か」を求めることにな

ります。例えば，問題の図に「１」，「□」を表し，およその見当を付けて，４ｍ

は１より小さくなることを視覚的に捉えることで，４÷10と立式することが考

えられます。また，割合（倍）が１より大きい場合と小さい場合の両方につい

て，「10÷４」，「４÷10」の式や数直線などを並べて提示し，双方を比較して関

係を捉えられるようにすることも考えられます。 



 

③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生方は，上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から，検索キーワー

ド「倍の計算」でダウンロードできます。 



 

  ④ 指導のポイント〈「わかる・できる育成カリキュラム」との関連〉 

※（ ）の中は，「わかる・できる育成カリキュラム」のページ数です。 

【第４学年】 

二つの数量の関係どうしを割合で比べることができる（p.10） 

 

＜ステップ１＞ わり算（倍の計算） 

〇 □を使ったかけ算の式で「倍は，もとにする量を１とみたとき，いくつ

にあたるか」をとらえさせる 

＜ステップ２＞ 変わり方 

〇 二つの数量を表に整理させ，変化の様子からどんな関係になっているか

を明らかになるよう活動させる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【第４学年】 

二つの数量の関係どうしを割合で比べることができる（p.11） 

 

＜ステップ３＞ 小数のかけ算，わり算（小数の倍） 

〇 整数倍と比べさせながら小数倍の量感をつかませ，小数倍の意味をとら

えさせる 

＜ステップ４＞ 簡単な割合 

〇 簡単な整数で表される場合の割合を用いて，図や式を使って，二つの数

量の関係どうしを割合で比べさせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


